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第132回火山噴火予知連絡会                                    気象庁

  

桜島 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、九州地方整備局大隅河川国道事務所、鹿児島大学、京都大学、国

立研究開発法人防災科学技術研究所及び鹿児島県のデータを利用して作成した。 

         桜 島    （2015年５月31日現在） 
 

昭和火口の噴火活動は、活発な状態で経過した。 

爆発的噴火１）は、今期間（2015年２月から５月31日）547回で、大きな噴石が３合

目まで達した噴火が10回発生した。噴煙の高さが火口縁上3,500ｍ以上の噴火は15回観

測し、最高は火口縁上4,300ｍであった。ごく小規模な火砕流は３回発生し、昭和火口

の東および南東側へ500～600ｍ流下した。 

南岳山頂火口では、５月12日に噴煙の高さが200ｍ程度のごく小規模な噴火を観測し

た。 

鹿児島県の降灰観測データをもとに解析した桜島の火山灰の月別の噴出量は、２月

および３月はそれぞれ70万トンとやや多い状態が続き、４月は120万トンと更に多くな

った。 

 

３月31日07時27分に島内で発生した地震（Ｍ2.8：暫定値）では、鹿児島市内で震度

１を観測した。この地震の震源は桜島南西部の海抜下８km付近で、同付近の海抜下８

～10kmに分布するＡ型地震が３月31日から４月２日にかけて一時的に増加した。 
 

二酸化硫黄の放出量は、１日あたり400～5,400トンと概ね多い状態であった。 

 
桜島島内の伸縮計では、2015年１月１日頃から山体の膨張を示す変化が継続してい

る。また、桜島島内の傾斜計では、2015年１月以降、山体がわずかに隆起する傾向が

続いている。この山体の膨張・隆起により、2012年７月24日及び2013年８月18日以上

の多量の火山灰を噴出する噴火が発生する可能性がある。 

GNSS連続観測では、2015年１月上旬頃から、桜島島内の膨張を示す伸びの傾向がみ

られる。姶良カルデラ（鹿児島湾奥部）を挟む基線では、2013年６月頃から停滞して

いたが、2015年１月から伸びの傾向がみられる。 

火山灰の放出量と地殻変動量から推定した桜島直下へのマグマの供給量は、2015年

１月ごろから増加する傾向が続いている。 

 

昭和火口及び南岳山頂火口から概ね２kmの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散

する大きな噴石及び火砕流に警戒が必要である。風下側では火山灰だけでなく小さな

噴石（火山れき）が遠方まで風に流されて降るため注意が必要である。爆発的噴火に

伴う大きな空振によって窓ガラスが割れるなどのおそれがあるため注意が必要である。

また、降雨時には土石流に注意が必要である。 

平成24年３月12日に火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）の警戒範囲を昭

和火口から概ね2.4㎞の範囲及び南岳山頂火口から概ね２㎞の範囲に切り替え、平成24

年３月21日に火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）の警戒範囲を昭和火口及

び南岳山頂火口から概ね２㎞に切り替えた。その後、警報事項に変更はない。 
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○ 概況（2015年２月～2015年５月31日） 
・噴煙、噴火活動（第１表、第５表、第１図、第２図、第３-①～④図、第６-①～④

図、第８-①②図、第14図、第22図） 

昭和火口では、爆発的噴火を含む噴火２）が、2015年１月から増加している。噴火

は2015年２月154回、３月272回、４月241回、５月244回で合計911回発生した。その

うち爆発的噴火は、2015年２月88回、３月178回、４月112回、５月169回で、合計547

回であった。大きな噴石が３合目（昭和火口より1,300～1,800ｍ）まで達する爆発

的噴火は10回発生した。噴煙の高さが火口縁上3,500ｍ以上の噴火は15回発生し、最

高の高さは火口縁上4,300ｍ（2015年５月21日10時20分）であった。３月17日15時37

分の噴火、４月18日05時17分および４月28日09時40分の爆発的噴火では、ごく小規

模な火砕流が発生し、昭和火口の東および南東側へ約500ｍ～600ｍ流下した。 

３月４日03時20分の噴火、３月14日06時44分の噴火、および５月13日21時04分の

爆発的噴火では、それぞれ鹿児島市有村町（昭和火口から南側約３km）で最大約２

cmの小さな噴石（火山れき）を確認した。 

南岳山頂火口では、５月12日に噴煙の高さが200ｍ程度のごく小規模な噴火を観測

した。 

昭和火口では、夜間に高感度カメラで明瞭に見える火映を時々（計41日間）観測

した。 

 

・地震、微動、空振活動（第２表、第５図、第７図、第８-③④図、第９～11図） 

火山性地震は、概ね少ない状態で経過したが、３月31日07時27分に桜島島内を震

源とするＡ型地震（Ｍ2.8：暫定値）が発生し、鹿児島市東郡元及び鹿児島市祇園之

洲町で震度１を観測した。桜島島内を震源とする地震で、震度１以上を観測したの

は、2012年４月28日の震度１の地震（Ｍ1.6）以来である。同日、鹿児島地方気象台

が実施した聞き取り調査では、主に桜島の南側で、体に感じる揺れがあったことを

確認した。Ａ型地震は、この地震の発生後から４月２日にかけて一時的に増加した。

震源は、３月31日に震度１の地震が発生した桜島南西部の海抜下６～10km付近に主

に分布したほか、南岳直下の海抜下２～３km 付近にも分布した。このほか噴火に伴

う火山性微動が発生しており、継続時間は、2015年１月に48時間55分、２月に164時

間31分、３月に137時間７分、４月に204時間40分、５月に119時間５分であった。ま

た、調和型の火山性微動は１月54回、２月52回、３月95回、４月26回、５月に77回

であった。瀬戸空振計（昭和火口の南東側約４kmに設置）で100Paを超える空振を伴

う爆発的噴火は34回発生し、そのうち最大は、４月17日２時49分の爆発的噴火時の

234.7Paであった。 

  

・地殻変動（第12図、第13図、第15図、第17～19図） 

桜島島内の伸縮計では、2015年１月１日頃から山体の膨張を示す変化が継続して

いる。桜島島内の傾斜計では、2015年１月以降、山体がわずかに隆起する傾向が続

いていたが、３月から４月にかけて停滞する傾向が見られる。火山灰の放出量と地

殻変動量から推定した桜島直下へのマグマの供給量は、2015年１月ごろから増加す

る傾向が続いている。 

GNSS連続観測では、姶良カルデラ（鹿児島湾奥部）の膨張を示す伸びの傾向は、

2013年６月頃から停滞していたが、2015年１月から伸びの傾向がみられる。島内で

は、2015年１月上旬頃から伸びの傾向がみられる。 
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桜島 

１）桜島では、爆発地震を伴い、爆発音または体感空振または噴石の火口外への飛散を観測、または

東郡元空振計、あるいは島内空振計のいずれかで一定以上の空振を観測した場合に爆発的噴火と

している。 

２）桜島では噴火活動が活発なため、噴火のうち、爆発的な噴火もしくは一定規模以上の噴火の回数

を計数している。資料の噴火回数はこの回数を示す。 

３）鹿児島地方気象台（桜島南岳の西南西、約 11km）における前日 09時～当日 09時に降った１㎡

あたりの降灰量を観測している。 

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 合計

南岳山頂 噴火回数 － － － － － 1 － － － － － － 1

火口 爆発的噴火 － － － － － － － － － － － － －

昭和 噴火回数 48 31 89 178 28 52 41 113 154 272 241 244 1491

火口 爆発的噴火 39 20 76 99 19 30 32 61 88 178 112 169 923

2014～2015年

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 合計

488 506 338 691 353 502 597 873 795 1166 1443 868 8,620

212:10228:01 5：25 207:53 153：59270:23258:54 48:55 164:31 137:7 204:40119:05 2011:03

地震回数

微動時間（時間：分）

2014～2015年

 
 
・火山ガスの状況（第３-⑤図、第６-⑤図、第15図） 

二酸化硫黄の１日あたりの放出量は、2015年２月は1,600～2,800トン、４月は400

～5,400トン、５月は400～2,300トンと概ね多い状態で経過した。特に2015年４月15

日は5,400トンと一時的に非常に多い状態であった。桜島で一日あたり5,000トン以

上の二酸化硫黄放出量が観測されたのは2015年１月15日（5,000トン）以来である。 

 

 ・降灰の状況（第３表、第４表、第３-⑥図、第４図、第６-⑥図、第15図、第20図） 

鹿児島地方気象台における観測３）では、2015年２月13g/㎡（降灰日数８日）、３月

72g/㎡（降灰日数12日）、４月107g/㎡（降灰日数12日）、５月309g/㎡（降灰日数14

日）の合計501g/㎡（降灰日数46日）の降灰を観測した。 

鹿児島県の降灰観測データをもとに解析した桜島の火山灰の月別の噴出量は、２

月及び３月はそれぞれ70万トンとやや多い状態が続き、４月は120万トンと増加した。

120万トンは昭和火口が噴火を再開した2006年以降の月総噴出量としては最も多

い。 

 

・昭和火口及び南岳山頂火口の状況（第21図） 

２月20日に海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空分遣隊、２月27日に九州地方整備局の協

力を得て実施した上空からの観測では、昭和火口から灰白色の噴煙が噴出しており、

火口内の詳細については確認できなかった。赤外熱映像装置による観測では、火口

内に噴煙の噴出孔や堆積した噴出物に対応する熱異常域が認められた。昭和火口周

辺の状況に特段の変化は認められなかった。 

南岳山頂火口では、火口内に白色噴煙が滞留し、火口内を観測することができなか

った。南岳山頂火口周辺の状況に特段の変化は認められなかった。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 桜島 最近１年間の月別噴火回数（2014年６月～2015年５月31日） 

第２表 桜島 最近１年間の月別地震回数・微動時間（2014年６月～2015年５月31日） 
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桜島 

第５表 桜島 2015年２月～2015年５月31日までの主な噴火 
（全て昭和火口：火口縁上の噴煙の高さ3,500ｍ以上または火砕流や火山れきを確認した噴火） 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 合計

20 30 33 12 57 26 34 35 61 74 68 120 570

2014年

降灰量（万トン）

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 合計

51 3 6 548 141 139 15 16 13 72 107 309 1,420

14 3 3 20 22 8 5 6 8 12 12 14 127     降灰日数

2014～2015年

降灰量（g/㎡）

現象 噴火（爆発）日時 色 量
火口縁上
の高さ
（m）

流向
噴石

（合目）

火砕流
流下距離
（km）

備考

爆発 2/21 00:53 灰白色 やや多量 3500 南東 3 - なし

噴火 3/4 03:20 灰白色 中量 1500 南東 4 -
鹿児島市有村町（昭和火口から南側約３

km）で、最大約２cmの小さな噴石

噴火 3/14 06:44 灰白色 やや多量 2400 東 4 -
鹿児島市有村町（昭和火口から南側約３

km）で、最大約２cmの小さな噴石

噴火 3/17 15:37 灰白色 やや多量 2000 東 6 0.6 なし

爆発 4/18 05:17 灰白色 やや多量 3500 南東 4 0.5 なし

爆発 4/18 08:16 灰白色 やや多量 3500 南東 4 - なし

爆発 4/18 12:20 灰白色 やや多量 3600 東 5 - なし

爆発 4/23 18:51 灰白色 多量 3500 直上 4 - なし

爆発 4/24 05:32 灰白色 多量 3900 南東 5 - なし

爆発 4/24 09:16 灰白色 多量 4000 南 6 - なし

爆発 4/27 07:20 灰白色 多量 3500 北 7 - なし

爆発 4/27 14:24 灰白色 多量 3700 北 5 - なし

爆発 4/28 09:40 灰白色 少量以上 >600 直上 6 0.5 なし

爆発 5/13 21:04 灰白色 やや多量 2800 東 3 -
鹿児島市黒神町(昭和火口から東側約４km)

で、最大約２cmの小さな噴石

爆発 5/13 22:00 灰白色 やや多量 3500 東 6 - なし

爆発 5/14 04:16 灰白色 やや多量 3500 東 4 - なし

噴火 5/17 17:32 灰白色 多量 3800 東 7 - なし

爆発 5/21 06:16 灰白色 多量 4100 南東 4 - なし

爆発 5/21 10:20 灰白色 多量 4300 南 4 - なし

爆発 5/21 12:42 灰白色 やや多量 3600 南 6 - なし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３表 桜島 最近１年間の鹿児島地方気象台での月別降灰量と降灰日数 

                     （2014年６月～2015年５月31日） 

2014年５月24日以降は赤生原周辺工事のため、あみだ川で計測。 

第４表 桜島 最近１年間の月別の火山灰の噴出量（2014年５月～2015年４月） 

    

鹿児島県の降灰観測データをもとに鹿児島地方気象台で解析して作成。 
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第２図 桜島 2015年５月21日10時20分の昭和火口の噴火の状況 

（牛根カメラ） 
  

多量の噴煙が火口縁上4,300ｍまで上がった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

第１図 桜島 2015年３月17日15時37分の昭和火口の爆発的噴火の状況 

（早崎カメラ：大隅河川国道事務所設置） 
  

ごく小規模な火砕流が発生し（黄色の破線内）、昭和火口の南東側へ約600ｍ流下した。 

昭和火口 

昭和火口 
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第３図 桜島 最近１年間の噴煙、火山灰、火山ガスの状況（2014年６月～2015年５月31日）                      
＜2015年２月～2015年５月31日の状況＞ 

・昭和火口では、噴火は911回発生し、そのうち爆発的噴火が547回であった。 

・南岳山頂火口では、５月12日に噴煙の高さが200ｍ程度のごく小規模な噴火を観測した。 

・二酸化硫黄の放出量は、概ね多い状態で経過した。 

・火山灰の月別噴出量は、２月70万トン、３月70万トン、４月120万トンであった。 

①火口(縁)上の噴煙の高さ(日最高)(南岳山頂火口：白色及び不明を除く) 

②火口(縁)上の噴煙の高さ(日最高)(昭和火口：白色及び不明を除く)   ▲は爆発的噴火を示す 

③火口(縁)上の噴煙の高さ(日最高)(昭和火口：白色) 

⑤火山ガス（二酸化硫黄）放出量 

⑥月別火山灰総噴出量 

④日別爆発的噴火回数 
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計数基準：水平動0.5μm以上 

S-P1.5秒以内 

計数基準：水平動0.5μm以上 

 

 

①

② 

③ 

第５図 桜島 最近１年間の地震・微動の状況（2014年６月～2015年５月31日） 
＜2014年６月～2015年５月31日の状況＞ 

・火山性地震は、概ね少ない状態で経過した。 

・Ａ型地震は３月31日に桜島島内を震源とする地震（Ｍ2.8：暫定値）が発生した直後

に一時的に増加した。 

・噴火に伴う火山性微動が発生した。 

 

＊ 

＊ 

＊ 
（ 連続微動を含む ） 

第４図 桜島 年別の火山灰の総噴出量（1980年～2015年４月30日） 
  2014年での総噴出量は、約330万トンと前年（2013年：年合計約650万トン）と比べ
少ない状態であった。 

万トン 
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火口(縁)上の噴煙の高さ(日最高)(昭和火口：白色及び不明を除く) 

火口(縁)上の噴煙の高さ(日最高)(昭和火口：白色) 

第６図 桜島 昭和火口噴火活動再開（2006年６月）以降の噴煙、火山灰、 

火山ガスの状況（2006年６月～2015年５月31日） 

④ 

火口(縁)上の噴煙の高さ(日最高)(南岳山頂火口：白色及び不明を除く)

日別爆発的噴火回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲昭和火口の爆発的噴火 

▲南岳山頂火口の爆発的噴火 ① 

② 

③ 

⑤ 

最大値

平均値

最小値

◆ 

月別火山灰噴出量 ⑥ 万トン 

 ＊第３、６、11図の火山灰の噴出量の算出は、中村（2002）による。 

  鹿児島県の降灰観測データをもとに鹿児島地方気象台で解析して作成。 
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第７図 桜島 昭和火口噴火活動再開（2006年６月）以降の地震・微動・空振の状況 

（2006年６月～2015年５月31日） 
2015年２月～2015年５月 31日に昭和火口で発生した爆発的噴火のうち、昭和火口の南東側

約４kmにおける空振の振幅が100Paを超えるものが34回発生し、最大は234.7Paであった。 
 

＊2012年７月 19～26日、11月18～22日は赤生原障害のため、2014年５月 24日以降は赤生原周辺

の工事ノイズ混入のため、あみだ川で計測（計測基準：水平動2.5μm/s）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

計数基準：水平動0.5μm以上 

S-P1.5秒以内 

計数基準：水平動0.5μm以上 
＊ 

＊ 

＊ 

② 

③ 

①  

空振振幅（瀬戸２） ④ Pa 

（ 連続微動を含む ） 
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第８図 桜島 長期の活動状況（1955年１月～2015年５月31日） 

①  

②  

③  

④  
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第９図 桜島 震源分布図（2006年１月～2015年５月31日） 

＜2015年２月～2015年５月31日の状態＞ 
震源は、主に南岳直下の海抜下０～４km付近と島内南西側の海抜下８～10km付近であった。３月

31日07時27分に島内で発生した地震（Ｍ2.8：暫定値）では、鹿児島市内で震度１を観測した。 
＊速度構造：半無限構造（Vp=2.5km/s、Vp/Vs=1.73） 
決定された地震は全てＡ型地震である。地図の作成に当たっては、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

第10図 桜島 一元化震源による桜島周辺の震源分布図 

＜2006年１月１日～2015年５月31日の状態＞ 
震源は、桜島島内の直下のほか、桜島の北東にも分布した。 
＊速度構造：JMA2001速度構造モデル（上野他，2002） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図 時空間分布図 

昭和火口 

北岳 

南岳 

東西断面図 深さの時系列図 

 ●： 2015年２月１日～ 2015年５月31日の震源 

 ○： 2006年１月１日～ 2015年１月30日の震源 

 ●： 2015年３月31日07時27分に発生した地震（震度１）の震源 

 

Ｎ 

北

南
(km) 年

震央分布図 南北断面図 南北時空間分布図
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第12図 桜島 島内の伸縮計の変化（2014年12月１日～2015年５月31日） 

   （有村観測坑道の水管傾斜計及び伸縮計（大隅河川国道事務所設置）） 
    

島内の伸縮計では、2015年１月１日頃から山体の膨張と考えられるわずかな変化が認められる。 
*有村観測坑道は 0.0055μrad/day のトレンド補正を行っている。 

伸縮計
（火口直交方向）

1月
2015

膨張
200 n strain

機器障害に伴う欠測

12月
2014

2月 3月 4月 5月

機器点検に伴う欠測

第11図 桜島 2015年３月31日07時27分に発生した地震（震度１）の初動発震機構解 
北北西―南南東に張力軸を持つ正断層型と推定された。 
＊速度構造：JMA2001速度構造モデル（上野他，2002） 
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第13図 桜島 傾斜変動(2009年１月～2015年５月31日) 
桜島島内の傾斜計では、2015年１月以降、山体がわずかに隆起する傾向が続いていたが、

３月から４月にかけて停滞する傾向が見られる。 
＊グラフは時間値を使用し潮汐補正済み 

 気象庁の２点の総合観測点の2011年１月以降の火口方向へ合成した傾斜変動を併せて示す。 

有村観測坑道は5.5×10-9 rad/day 、あみだ川は1.2×10-8 rad/day、横山２は0.93×10-8 rad/day の
トレンド補正を行っている。 

1.0 μrad（火口方向 up） 

日別降水量（鹿児島市） 

治山ダム堆積土搬出に

伴う変動と思われる 

あみだ川 

有村観測坑道 

横山２ 

爆発的噴火の月回数 
回 

1.0μrad（火口方向UP） 

(年/月) 

有村観測坑道の水管傾斜計 

 
0

100

200

坑道内の定期点検に

ともなう変動 

坑道内の定期点検に

ともなう変動 
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有村観測坑道（火口方向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万トン 

第15図 桜島 火山灰の総噴出量と地盤変動から推定したマグマ供給量 

                   （2009年１月～2015年４月） 
   桜島直下へのマグマの供給量は、2015年１月ごろから増加の傾向が続いている。 
 比較的静穏だった2009年１月のマグマ供給量を2（火山灰の噴出量を１、傾斜変動量を１）と

仮定してその後のマグマ供給量を比較した。 

マグマ供給量 = 9.7×106×傾斜変動量（μrad）＋0.3×火山灰の噴出量（ton） 

第14図 桜島 昭和火口の月別爆発的噴火回数（2006年１月～2015年５月31日） 
 爆発的噴火は、2014年10月以降、少ない状態が続いていたが2015年１月から増加した。 
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 第16図 桜島 観測点配置図 
（大隅）：大隅河川国道事務所設置、（国）：国土地理院設置 

（京大）：京都大学防災研究所設置、（鹿）：鹿児島大学設置 

（小さな白丸は気象庁、小さな黒丸は気象庁以外の観測点位置を示している。） 
地図の作成に当たっては、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 
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第17図 桜島 GNSS連続観測による基線長変化（2010年10月～2015年５月31日） 
・姶良カルデラ（鹿児島湾奥部）の膨張を示す伸びの傾向は、2013年６月頃から停滞し

ていたが、2015年１月から伸びの傾向がみられる。 

・島内では、2014年７月頃から停滞またはわずかな縮みの傾向が見られていたが、島内

では、2015年１月上旬頃から伸びの傾向がみられる 
島内及び姶良カルデラ周辺の気象庁・国土地理院の９観測点の基線による観測を行っている。 

この基線は第19図の①～⑥に対応している。 

解析に際しては対流圏補正と電離層補正を行っている。 （国）：国土地理院の観測点を示す。 

灰色の部分は機器障害のため欠測を示す。 
 ④の基線は2012年10月26日に鹿児島３(国)のアンテナ交換を行っている。 

 

国土地理院機器交換 
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国土地理院機器交換 

国土地理院機器交換 

第18図 桜島 GNSS連続観測による基線長変化（2010年10月～2015年５月31日） 
 桜島島内及び姶良カルデラ周辺の気象庁・国土地理院の９観測点の基線による観測を行っている。 

 この基線は第19図の⑦～⑫に対応している。 

 解析に際しては対流圏補正と電離層補正を行っている。 （国）：国土地理院の観測点を示す。 

 灰色の部分は機器障害のため欠測を示す。 
  

 ⑦の基線は2012年10月27日に鹿児島３(国)のアンテナ交換を行っている。 

 ⑨の基線は2012年９月27日に垂水(国)のアンテナの交換を行っている。 
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 第19図 桜島 GNSS連続観測基線図 
 小さな白丸は気象庁、小さな黒丸は国土地理院の観測点位置を示している。 
 地図の作成に当たっては、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 
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第20図 桜島 鹿児島地方気象台での降灰量（2006年６月～2015年５月31日） 
  2015年２月～2015年５月31日に501g/m2（降灰日数46日）の降灰を観測した。 

322 

第21図 桜島 2015年２月27日の昭和火口及び南岳山頂火口の状況 

（左：可視画像、右：赤外熱映像装置による表面温度分布） 
 

昭和火口の状況 

・昭和火口から灰白色の噴煙が噴出しており、火口内の詳細については確認でなかった。 

・赤外熱映像装置による観測では、火口内に噴煙の噴出孔や堆積した噴出物に対応する熱異常域

が認められた。 

・昭和火口周辺の状況に特段の変化は認められなかった。 

 

南岳山頂火口の状況 

・南岳山頂火口内を観測することはできなかった。 

･南岳山頂火口周辺の状況に特段の変化は認められなかった。 

 

2015年２月27日14時32分 

国土交通省ヘリコプターから撮影 

昭和火口 

2015年２月27日14時32分 

国土交通省ヘリコプターから撮影 

昭和火口 
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第22図 桜島 昭和火口から放出された大きな噴石の落下地点 

（2015年２月～2015年５月31日）                       
 爆発的噴火（計397例）について、遠望カメラ映像から噴石の落下地点を計測しプロッ

トした（図中赤点）。同心円は昭和火口中心からの距離を示す。 

 昭和火口近傍に落下した噴石は計測せず、水平距離で概ね800ｍ以上飛散したものを可

能な限りプロットしている（１回の爆発的噴火に対し複数の噴石の落下位置を算出）。 

 黄色の点は2012年４月～2015年１月、赤色の点は2015年２月～2015年５月31日の大

きな噴石の落下地点を示す。緑色の領域は、早崎カメラ（大隅河川国道事務所設置）、海潟

カメラ（大隅河川国道事務所設置）及び東郡元カメラのいずれかで噴石の落下が確認可能

な範囲を示す。領域はカシミール3Dで算出した。噴石の計測は早崎赤外カメラ、海潟及び

東郡元カメラで行った。 
※地図の作成にあたっては、大隅河川国道事務所提供の数値地図（５ｍメッシュ）を使用した。 

1km 2km 

北岳 

昭和火口 

南岳 
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第132回火山噴火予知連絡会 京大防災研究所

桜島の長期的噴火活動・地震活動の推移

2015年4月末まで   

鹿児島県による降灰量観測資料に基づく推定値   

     　桜島における火山性地震の月別発生回数と降下火山灰量
(2015年5月31日まで)
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桜島
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GPS 連続観測 1/2（2015 年 5 月 31 日まで） 

データ収録 ： 24 時間/日 

サンプリング間隔 ： 15 秒（1995 年 - 2005 年 5 月） 

サンプリング間隔 ： 1 秒（2005 年 6 月以降） 
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第 132 回火山噴火予知連絡会 京大防災研究所 

比高（ｍ） 斜距離（ｍ） 

桜 島 

① 

② 

③ 

国土地理院発行の数

値地図 50ｍメッシュ

（標高）から作成 

桜島における長期的基線長変化 
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東北大・理学研究科 

桜 島 

国土地理院発行の数値地図 50ｍ 

メッシュ（標高）から作成 

GPS 連続観測 2/2（2015 年 5 月 31 日まで） 
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九州地方整備局大隅河川国道事務所 

傾斜およびひずみ変化 （2015 年 5 月 31 日まで） 

桜 島 
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京大防災研究所 第 132 回火山噴火予知連絡会 

桜 島 

南岳山頂下へのマグマ供給量の見積もり  

南岳山頂下へのマグマ供給量の見積もり 

マグマ供給量は 2015 年 1 月に増加した。
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桜 島 

北岳下へのマグマ供給量の見積もり 

北岳下へのマグマ供給量の見積もり 

マグマ供給量は 2015 年 1 月に増加した。

2015/5 は推定量
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京大防災研究所 第 132 回火山噴火予知連絡会 

桜 島 

桜島における地盤変動 

2006 年以降の昭和火口活動再開後の桜島の活動推移 

2014 年 12 月 1 日以降の桜島の地盤変動状況 
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温 泉 ガ ス 

桜 島 

東京工業大学 

黒 神 温 泉 ガ ス 

温泉ガス中の水素濃度は 2009 年に急激に増加した後、大気圧の変化を受けながら、指数関数的に

減少を続けている。二酸化炭素濃度は 2009 年に急激に増加した後、冬～春に増加、夏に減少する

季節変動的な変化を示した。2013 年以降は、4～5%の濃度で安定した状態が継続したが、2014 年 7

月以降、減少した。11 月以降は増加した状態が続いている。 
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第 132回火山噴火予知連絡会  防災科学技術研究所 

桜島 

 

地震計アレイ観測点の設置について 

 

防災科学技術研究所は、桜島の 2か所（北岳北側・黒神）にて、それぞれ 1Hz上下動

地震計 9ヶ所・気圧計 1ヶ所によるアレイ観測点を設置した。2015年 3月末より、オ

フラインによるデータ収集を行っている。 

 

  

 

図 1 桜島に設置した地震計アレイの位置（国土地理院 電子国土 Web を利用） 
 
 

地震計： Sercel L-4 (1Hz 上下動速度型地震計) 
空振計： アコー製 TYPE7052NHS 
AD 装置： 計測技研製 HKS-9700 
サンプリング周波数： 200Hz 
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桜島 

  

 
図 2 桜島における地震計アレイ観測波形例（2015/4/3 3:36噴火前後） 
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桜島

桜島島内の基線では、2014年７月頃から停滞またはわずかな縮みの傾向が見られてい
ましたが、2015年１月上旬頃から伸びの傾向が見られます。鹿児島(錦江)湾を挟む一
部の基線で見られた長期的な伸びの傾向は、2013年６月頃からほぼ停滞していました
が、2015年１月上旬頃から伸びの傾向が見られます。

第１３２回火山噴火予知連絡会 国土地理院

桜島

桜島
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桜島周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

130°27′ 30′ 33′ 36′ 39′ 42′ 45′ 48′ 51′ 54′

桜島周辺の各観測局情報

点番号 点名 日付 保守内容
950489 鹿児島福山 20120912 アンテナ・受信機交換
960719 桜島 20100310 レドーム開閉・受信機交換

20121012 アンテナ交換
960720 鹿児島２ 20100310 レドーム開閉・受信機交換

20121012 アンテナ交換
960721 鹿児島３ 20100310 レドーム開閉・受信機交換

20121012 アンテナ交換
960776 鹿児島郡山 20120326 周辺伐採

20120912 アンテナ・受信機交換
960722 垂水 20120912 アンテナ・受信機交換
021089 隼人 20120912 アンテナ・受信機交換
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第１３２回火山噴火予知連絡会 国土地理院

※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み 桜島
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(2) 鹿児島３(960721)→桜島(960719)　斜距離 基準値：8088.318ｍ
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(3) 鹿児島３(960721)→鹿児島２(960720)　斜距離 基準値：8060.021ｍ

基線変化グラフ
期間: 2014/05/01～2015/05/18 JST
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(4) 鹿児島郡山(960776)→隼人(021089)　斜距離 基準値：26360.282ｍ
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(5) 鹿児島福山(950489)→隼人(021089)　斜距離 基準値：16948.140ｍ
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(6) 垂水(960722)→鹿児島福山(950489)　斜距離 基準値：18687.498ｍ
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(4) 鹿児島郡山(960776)→隼人(021089)　斜距離 基準値：26360.283ｍ
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(5) 鹿児島福山(950489)→隼人(021089)　斜距離 基準値：16948.153ｍ
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(6) 垂水(960722)→鹿児島福山(950489)　斜距離 基準値：18687.501ｍ
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解]
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第１３２回火山噴火予知連絡会 国土地理院

※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み 桜島
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(7) 鹿児島郡山(960776)→垂水(960722)　斜距離 基準値：29497.899ｍ
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(8) 鹿児島郡山(960776)→鹿児島福山(950489)　斜距離 基準値：35361.666ｍ
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(9) 垂水(960722)→隼人(021089)　斜距離 基準値：27672.153ｍ

基線変化グラフ
期間: 2010/05/01～2015/05/18 JST
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(7) 鹿児島郡山(960776)→垂水(960722)　斜距離 基準値：29497.908ｍ

7/1 10/1 2015/1/1 4/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(8) 鹿児島郡山(960776)→鹿児島福山(950489)　斜距離 基準値：35361.673ｍ
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(9) 垂水(960722)→隼人(021089)　斜距離 基準値：27672.165ｍ

基線変化グラフ
期間: 2014/05/01～2015/05/18 JST
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解]
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桜島

国土地理院

桜島周辺の地殻変動（水平：３ヶ月）

桜島周辺の地殻変動（水平：１年）

※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

第１３２回火山噴火予知連絡会

基準期間:2014/05/09～2014/05/18[F3:最終解]
比較期間:2015/05/09～2015/05/18[R3:速報解]

固定局:樋脇(970836)
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白抜き矢印：保守等によるオフセットを補正

基準期間:2015/02/09～2015/02/18[F3:最終解]
比較期間:2015/05/09～2015/05/18[R3:速報解]
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白抜き矢印：保守等によるオフセットを補正
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国土地理院・気象庁第１３２回火山噴火予知連絡会

※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

桜島周辺の地殻変動（水平：３ヶ月）　

桜島

桜島周辺の地殻変動（水平：１年）　

基準期間:2014/05/09～2014/05/18[F3:最終解]
比較期間:2015/05/09～2015/05/18[R3:速報解]

固定局:樋脇(970836)
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基準期間:2015/02/09～2015/02/18[F3:最終解]
比較期間:2015/05/09～2015/05/18[R3:速報解]
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桜島の茂木ソースの位置と体積変化

時間依存のインバージョン解析

130˚20' 130˚30' 130˚40' 130˚50' 131˚00'

31˚30'

31˚40'

31˚50'

021089

950489

960722

960719

960720

960721

J880

J881

J882
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J884

J885

J886

固定局

茂木ソース１

茂木ソース２

※電子基準点の保守等による変動は補正済み

茂木ソース1：緯度　31.603°, 経度　130.656°,深さ　 5km

茂木ソース2：緯度　31.670°, 経度　130.704°,深さ　10km

桜島

国土地理院・気象庁第１３２回火山噴火予知連絡会
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時間依存のインバージョン

桜島周辺の観測点の座標時系列（黒丸）と計算値（赤線）

第１３２回火山噴火予知連絡会 国土地理院・気象庁

固定局960776．EW,NS,UDは東西，南北，上下変動．周期成分は除いている．

※電子基準点の保守等による変動は補正済み

桜島
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固定局960776．EW,NS,UDは東西，南北，上下変動．周期成分は除いている．

※電子基準点の保守等による変動は補正済み

桜島

時間依存のインバージョン

桜島周辺の観測点の座標時系列（黒丸）と計算値（赤線）

第１３２回火山噴火予知連絡会 国土地理院・気象庁
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第１３２回火山噴火予知連絡会  国土地理院 

解析：国土地理院  原初データ所有：JAXA 

 桜島 

桜島の SAR 干渉解析結果について 

 

 (a) (b) (c) (d) (e) 
衛星名 ALOS-2 ALOS-2 ALOS-2 ALOS-2 ALOS-2 

観測日時 

2014/09/17 
2015/04/01 

00:18 頃 
(196 日間） 

2014/10/29 
2015/04/15 

00:18 頃 
(70 日間） 

2015/01/09 
2015/05/15 

12:53 頃 
(126 日間） 

2015/02/09 
2015/02/23 

12:18 頃 
(14 日間） 

2015/02/18 
2015/03/04 

12:12 頃 
(14 日間） 

衛星進行方向 北行 北行 南行 南行 南行 
電波照射方向 右 右 左 右 右 
観測ﾓｰﾄﾞ* U-U U-U U-U U-U U-U 

入射角(中心) 39.7° 41.4° 34.9° 36.2° 46.4° 
偏波 HH HH HH HH HH 

垂直基線長 - 10 m + 106 m + 40 m - 60 m + 25 m 

使用 DEM 
GSI10m 

DEHMJapan 
(飛田, 2009) 

GSI10m 
DEHMJapan 
(飛田, 2009) 

GSI10m 
DEHMJapan 
(飛田, 2009) 

GSI10m 
DEHMJapan 
(飛田, 2009) 

GSI10m 
DEHMJapan 
(飛田, 2009) 

*U: 高分解能(3m)モード 

判読） 
(a)～(e) ノイズレベルを超える変動は見られない。 

背景：地理院地図 標準地図 

(d) 2015/02/09-2015/02/23 (e) 2015/02/18-2015/03/04 

(a) 2014/09/17-2015/04/01 (b) 2014/10/29-2015/04/15 

衛星進行方向 

電波照射方向 

国土地理院 GNSS 観測点 

気象庁 GNSS 観測点 

御岳 

南岳 

昭和火口 

(c) 2015/01/09-2015/05/15 

御岳 御岳 

御岳 御岳 

南岳 

南岳 

南岳 南岳 

昭和火口 昭和火口 

昭和火口 昭和火口 
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第 132 回火山噴火予知連絡会 

国土交通省砂防部 

九州地方整備局大隅河川国道事務所 

 

桜島における土石流発生状況 
 

・土石流発生状況（表１・表２、図１） 

・2014（平成 26）年 1月～12 月の土石流発生回数は４１回 （前年同期間３４回） 

・2015（平成 27）年 1月～ 5 月の土石流発生回数は１３回 （前年同期間 ７回） 

・2009（平成 21）年以降、引き続き、弱い降雨強度（10mm/hr 程度）、少ない連続雨量（20mm

程度）でも土石流が発生。 

 

表１ 各渓流における土石流発生状況*1,2,3    表２ 各渓流における土石流発生状況*1,2,3 

（2014 年 1 月～2014 年 12 月）           （2015 年 1 月～2015 年 5 月） 

 

                                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                         

 

 

いずれの土石流も砂防施設により安全に流下し、被害なし。 

 

*1 土石流発生はワイヤーセンサー設置時の切断で検知。ただし、渓流に複数のワイヤーセンサーを設置している場合は、最 

初に切断を検知した箇所のみ記載。 

*2 黒神川上流のワイヤーセンサーは、2010 年 6 月 19 日以降、土石流によるワイヤー固定部の埋積および噴火警戒レベルの

引き上げによる立入困難のため、未設置。 

*3 発生時雨量は、ワイヤーセンサー切断時の近傍雨量計による。 

 

 

 

 

1 1/8 10 11 11

2 3/13 9 18 52

3 3/29 5 8 51

4 5/12 9 19 32

5 5/12 15 18 42

6 5/14 8 17 48

7 5/14 14 22 54

8 6/10 5 6 8

9 6/17 8 16 17

10 6/20 4 7 7

11 6/21 8 8 26

12 6/21 6 10 23

13 6/27 7 12 21

14 6/27 14 20 58

15 6/27 13 16 53

16 6/27 18 23 64

17 6/27 10 32 77

18 6/27 12 28 100

19 7/9 14 21 32

20 7/9 9 15 45

21 7/30 8 10 10

22 7/30 11 14 14

23 7/30 7 11 34

24 8/1 22 24 24

25 8/1 22 22 22

26 8/1 21 21 22

27 8/26 20 23 23

28 8/26 12 12 12

29 8/29 13 13 13

30 9/19 7 14 22

31 9/24 6 11 18

32 10/13 10 17 55

33 10/13 8 14 19

34 11/1 19 19 23

35 11/1 15 15 23

36 11/1 13 13 13

37 11/1 12 13 13

38 11/1 9 13 13

39 11/25 8 9 19

40 11/30 6 17 27

41 12/20 5 9 22

11.0 15.6 30.8

持木川

第二古里川

有村川

第一古里川

野尻川

有村川

野尻川

平 均

野尻川

持木川

有村川

有村川

有村川

野尻川

有村川

野尻川

有村川

有村川

持木川

野尻川

第二古里川

有村川

野尻川

有村川

野尻川

有村川

持木川

黒神川

有村川

野尻川

野尻川

有村川

野尻川

野尻川

野尻川

野尻川

有村川

有村川

有村川

野尻川

野尻川

野尻川

20分

雨量

時間

雨量

連続

雨量

発生
回数

発生

月日
渓流名

発生時雨量(mm)

備 考

1 1/15 16 22 30

2 1/15 9 18 24

3 1/15 15 24 33

4 2/22 4 12 40

5 3/19 7 8 16

6 3/19 6 6 14

7 4/6 7 7 7

8 4/6 10 17 36

9 4/19 11 16 29

10 4/19 5 12 21

11 5/3 6 6 6

12 5/12 9 9 9

13 5/12 5 6 17

14
15
16
17
18
19
20

8.5 12.5 21.7

発生
回数

発生

月日
渓流名

野尻川

有村川

発生時雨量(mm)

備 考20分

雨量

時間

雨量

連続

雨量

野尻川

持木川

持木川

有村川

野尻川

有村川

野尻川

有村川

持木川

野尻川

野尻川

平 均
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国土交通省砂防部 

九州地方整備局大隅河川国道事務所 

 

土石流の様子 

                      

 

 

 

 

 

 

 

図１ 土石流の発生状況 

有村川(2015/1/15) 有村川(2015/2/22) 

野尻川(2015/3/19) 持木川(2015/3/19) 

野尻川(2015/4/6) 野尻川(2015/4/6) 

野尻川(2015/4/6) 有村川(2015/4/6) 
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国土交通省砂防部 

九州地方整備局大隅河川国道事務所 

 

土石流の様子 

       

 

  

       

 

 

図１ 土石流の発生状況 

野尻川(2015/5/3) 

野尻川(2015/4/19) 野尻川(2015/5/3) 

野尻川(2015/5/3) 

持木川(2015/5/12) 持木川(2015/5/12) 
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国土交通省砂防部 

九州地方整備局大隅河川国道事務所 

 
・降灰状況（図２～５） 

2015 年（平成 27）1 月～2015 年（平成 27）4 月の降灰量（有村 1）は約 73 kg/m2であり前年

同期間約 7kg/m2と比較し、約 10 倍増加した。この間は桜島の南東方向には多く降灰が生じた。

降灰量が増加すると土石流の発生頻度が高まる傾向があり注意が必要。 

  

図２ 自動降灰量計による降灰量の推移(2008 年 12 月 18 日 ～ 2015 年 4 月 30 日) 

                         

      
図３ 自動降灰量計設置位置図および写真 
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国土交通省砂防部 

九州地方整備局大隅河川国道事務所 
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図４ 桜島島内降灰量の分布（2014 年 1 月～2014 年 12 月） 
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図５ 桜島島内降灰量の分布（2015 年 1 月～2015 年 4 月） 

データ：九州地方整備局大隅河川国道事務所 
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国土交通省砂防部 

九州地方整備局大隅河川国道事務所 
 

（参考） 

表３ 各渓流における土石流発生状況（2013 年１月 ～ 2013 年 12 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 土石流発生はワイヤーセンサー設置時の切断で検知。ただし、渓流に複数のワイヤーセンサーを設置している場合は、最初

に切断を検知した箇所のみ記載。 

* 黒神川上流のワイヤーセンサーは、2009 年 4月 14 日～2010 年 3 月 19 日及び 2010 年 6 月 19 日以降、土石流によるワイヤー

固定部の埋積および噴火警戒レベルの引き上げによる立入困難のため、未設置。 

* 発生時雨量は、ワイヤーセンサー切断時の近傍雨量計による。 

 

1 2/2 8 10 15

2 2/2 9 11 17

3 6/15 4 8 8

4 6/24 9 11 56

5 6/25 11 21 22

6 6/25 5 25 52

7 6/25 17 23 85

8 8/5 23 23 23

9 8/5 12 12 12

10 8/5 19 20 21

11 8/26 9 12 30

12 8/26 9 12 30

13 8/31 10 10 10

14 8/31 9 9 10

15 9/1 22 31 31

16 9/1 24 24 24

17 9/1 14 34 34

18 9/1 21 40 40

19 9/2 38 42 53

20 9/2 47 57 68

21 9/2 33 41 45

22 9/4 24 33 53

23 9/4 15 36 81

24 10/5 7 13 30

25 10/8 4 6 6

26 10/8 8 10 10

27 10/8 13 28 29

28 10/8 8 20 20

29 10/24 9 10 10

30 10/24 10 22 22

31 10/24 9 21 21

32 10/24 13 27 27

33 10/24 15 41 57

34 10/24 14 21 125

14.8 22.5 34.6平 均

黒神川

第一古里川

有村川

野尻川

持木川

第二古里川
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野尻川
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有村川

黒神川
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野尻川

持木川

野尻川
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野尻川

有村川

野尻川

野尻川

黒神川

野尻川

持木川

野尻川

持木川

20分

雨量

時間

雨量

連続

雨量

発生
回数

発生

月日
渓流名

発生時雨量(mm)

備 考
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第132回火山噴火予知連絡会                              海上保安庁 

桜島 
 

 

桜島 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○最近の活動について 

年月日 調査機関等 活  動  状  況 

2015/２/10 
第 十 管 区 

海上保安本部 

南岳火口から及び昭和火口から白色噴気を認められた（図１）。 

昭和火口内の溶岩ドームからは白色の火山性ガスが噴出していた

（図２）。 

 

 

  

図１ 南岳火口の白色噴気 

2015/２/10 11:02撮影 

図２ 昭和火口内の溶岩ドーム 

2015/２/10 11:05撮影 

 

※ 海図W221「鹿児島湾」より抜粋 

図２ 

図1 
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